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長
野
工
業
高
校
は
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
年
）
を
も
っ
て
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
母
校
を

巣
立
っ
た
卒
業
生
は
約
三
万
人
余
に
の
ぼ
り
、
地
元
は
も
と
よ
り
国
の
内
外
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
百
年
の
歩
み
を
記
念
し
て
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
に
同
窓
会
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
定
時
制
教

育
振
興
会
の
四
者
共
同
の
「
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
を
発
足
致
し
ま
し
た
。
昨
年
十
一
月
に

は
「
記
念
事
業
計
画
」
の
概
要
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
正
面
玄
関
の
整
備
を
中
心
に
計
画
を
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
同
窓
会
員
並
び
に
篤
志
家
の
皆
様
に
募
金
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
十
分
ご
理
解
の
う
え
、
こ
の
事
業
が
実
り
あ
る
も
の
と
し
て
実
現
で

き
ま
す
よ
う
皆
様
方
の
御
賛
同
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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平
成
二
十
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年
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月
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日 
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委
員
長 

（
同
窓
会
長
） 

 

滝
澤 

愛
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副
委
員
長
（
学
校
長
） 

 

森
本 

克
則 

副
委
員
長
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
） 

 

鷲
澤 

幸
一 

副
委
員
長
（
定
時
制
教
育
振
興
会
長
） 

小
嶋 

義
光 

 

記
念
事
業
計
画 

一
、
教
育
環
境
整
備
事
業 

 
 

五
、
〇
〇
〇
万
円 

・
正
面
玄
関
整
備 

 
 

四
、
五
〇
〇
万
円 

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備 

 
 

 
 

五
〇
〇
万
円 

二
、
百
周
年
記
念
史
発
行 

 
 

 
 

八
〇
〇
万
円 

三
、
教
育
活
動
基
金
・
班
活
動
活
性
化
助
成 

 
 

三
〇
〇
万
円 

四
、
記
念
式
典
・
講
演
会
・
そ
の
他
関
連
経
費 
 
 

九
〇
〇
万
円 

 

募
金
計
画 

一
、
募
金
目
標
金
額 

七
、
〇
〇
〇
万
円 

二
、
募
金
期
間 

 

平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
～
平
成
三
十
年
九
月
三
十
日 

三
、
募
金
金
額 

 
 

（
一
）
一
般
寄
付
金 

一
口 

 

五
、
〇
〇
〇
円
（
二
口
以
上
お
願
い
致
し
ま
す
。） 

（
二
）
篤
志
寄
付
金 

 五
、
募
金
口
座 

 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

長
野
南
郵
便
局 

０
０
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０
‐
４
‐
８
６
２
８
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六
、
そ
の
他 

 
 

 
 

 

教
育
環
境
整
備
事
業
は
、
長
野
県
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。 

篤
志
寄
付
者
に
は
感
謝
状
を
贈
り
、
記
念
史
に
氏
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 


